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一学期 

生徒会の総予算 16万円から運動会費用として 1万円を差し引く 
 
 
 
予算審議委員会：一人の反対者もなく、会長の説明を了承 
 
 
 
学校との折衝を続け、生徒の熱意にうたれた校長から単独開催が認可される 
 
［課題：開催期日をいつにするか？］ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

二学期 

9 月 26日 先生、父兄、生徒役員が集まって検討し、10月 28日開催を決定 
 ※ 運動会当日の１ヶ月余り前！ 
 
  9 月 30日 全日制の運動会を最後まで見る 
10 月     プログラムの作成を開始、同時開催の展示会募集要項を発表 
 
 
       
         → 「一人でも多くの参加を」をモットーに各クラスに呼びかけを行う 
                     この頃、PTAの費用の方から運動会に 1万円を捻出することが決定 
                               定時制卒業生全員にプログラム兼案内状を封筒に入れ、郵送・配布 
 
運動会前の一週間：運動会準備、フォークダンス・スクエアダンスの練習など多忙を極める 
運動会前日の夜：心配のあまり徹夜で準備と会場の見張番をしようとしたが止められる 

⑥  遂に実現した運動会の夢 
 定時制発足当時、秋季運動会は全定合同で行われていた。 
 しかしこれでは全日制の運動会に包含されてしまい、定時
制の生徒たちは寂しい思いをしなければならなかった。生徒
自治会が中心となって学校に働きかけ２年ごしの懸案が実
り、定時制第１回の運動会が実現したのは昭和31年10月28
日（日）であった。 

実行委員長 大野二郎さん〔第6期生〕の思い 

（屋上に上がって会場を見下しながら） 
 来年こそはどんなにしても
定時制単独の運動会をやろう 

○３年生の時に友達と約束 
○４年生になり、生徒会長に就任 

１ 実現までの経過（『公孫樹』第13号より） 

 本音 正直な話、運動会にどの位の金が必要なのか見当がつかなかった。 

 安堵  みんなも心の中では単独の運動会を希望しているのだ！ 

   ９月下旬は県下定時制高校の総合体育大会、10月上旬は 
松山の秋祭、10月中旬は温泉郡・伊予郡の中通り祭がある。 
  よし、開催は10月下旬、10月21日の日曜日だ！ 

  ［先生］ 
 その日は校長先生のご都合が合わず、開催は不可能です。 

 不安  参加生徒が少なく、寂しい運動会になりはしないだろうか？ 

２ 運動会当日 
 全日制ブラスバンド、双海分校の生徒の賛助演奏等もあり、
若人の意気となごやかな雰囲気のうちに終了〔優勝４Ａ〕 

 運動会終了後、国旗及び校旗の降納のため
屋上に上がり、生徒達の閉会式を眺めた時、
知らず知らず両眼に涙が溢れました。 


